
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

跡
の
中
学
校
の
生
徒
だ
！
』

と
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
び

に
、
あ
の
日
の
悲
惨
な
光
景

が
目
に
浮
か
び
、
悲
し
い
気

持
ち
に
な
り
ま
す
。
私
た
ち

は
い
つ
も
『
奇
跡
の
中
学
校

の
生
徒
と
呼
ば
な
い
で
！
』

と
伝
え
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
同
級
生
も
、
あ
の
日

か
ら
み
ん
な
離
れ
離
れ
の

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。
」 

 

地
震
や
津
波
の
み
な
ら

ず
、
昨
今
の
集
中
豪
雨
な

ど
、
想
定
外
の
自
然
災
害
が

い
つ
起
こ
っ
て
も
不
思
議

で
は
な
い
状
況
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
湯
野
地
区
に
お
い
て

も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
然
災
害
に
備
え
た
食
糧

の
準
備
や
、
災
害
発
生
時
の

行
動
や
避
難
場
所
に
つ
い

今
回
、
製
作
者
で
あ
る
、

柚
木
河
内
に
お
住
ま
い
の

石
田
八
重
子
さ
ん
（
75
）
に

お
話
を
お
伺
い
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
石
田
さ
ん

は
お
飾
り
を
親
戚
の
家
で

見
つ
け
「
自
分
で
も
で
き
そ

う
だ
な
」
と
思
っ
た
の
が
き

っ
か
け
で
、
製
作
を
始
め
、

道
の
駅
に
出
荷
し
た
こ
と

も
あ
る
そ
う
で
す
。
現
在
は

出
荷
し
て
お
ら
ず
、
た
く
さ

ん
は
作
っ
て
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。
製
作
は
、
や
わ

ら
か
さ
の
違
う
「
も
ち
米
の

藁
」
と
「
通
常
の
お
米
の
藁
」

を
使
い
分
け
な
が
ら
お
こ

な
い
、
お
よ
そ
一
時
間
で
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
そ

う
で
す
。
尻
尾
の
部
分
に
は

穂
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

ネ
ズ
ミ
に
食
べ
ら
れ
な
い

よ
う
に
気
を
付
け
て
い
る

と
笑
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。 

り
見
か
け
た
よ
」
と
い
う
連

絡
を
き
っ
か
け
に
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「
ま
だ

見
た
こ
と
な
い
人
も
い
る

か
も
！
」
と
い
う
思
い
か
ら

今
回
は
記
事
に
し
て
み
ま

し
た
。
機
会
が
あ
れ
ば
、
作

り
方
の
教
室
を
開
け
れ
ば

よ
い
で
す
ね
。 

 

 

み
な
さ
ん
、
こ
ん
な
し
め

飾
り
を
見
か
け
た
事
は
あ

り
ま
す
か
？ 

そ
う
、
「
カ
メ
」
を
モ
チ

ー
フ
に
し
て
な
ん
と
縁
起

の
よ
い
お
飾
り
だ
と
思
い

ま
せ
ん
か
？
数
年
前
、
あ
る

友
人
か
ら
の
「
道
の
駅
ソ
レ

ー
ネ
で
お
も
し
ろ
い
お
飾

■地域力の再生 
●「地域の夢プラン」説明会の開催 
 （近日中に開催案内を全戸に配布予定） 

■組織力の再生 
●地域内法人(病院・福祉施設等)との具体的な連携 
活動を実施  

■青少年育成活動の推進 
●未成年に重点をおいた地域人材育成 
 （ｼﾞｭﾆｱｽﾀｯﾌｼﾞｬﾝﾊﾞｰ＆帽子貸与開始） 

■集客・広報活動の充実 
●ﾏｽｺﾐ、ﾁﾗｼ、SNS、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等を活用した情報発信 
 （スマホ講習会の開催、「ゆの新聞」編集体制の拡 

充《パソコン教室の方々が編集体制に加わって 
くださいました。》） 

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

時
、
想
定
以
上
の
津
波
襲
来

を
予
感
し
た
中
学
生
た
ち

は
小
学
生
の
手
を
引
い
て

裏
山
の
急
斜
面
を
登
り
、
第

二
避
難
所
ま
で
避
難
し
ま

し
た
。
ふ
り
返
る
と
、
住
ん

で
い
た
家
や
通
っ
て
い
た

学
校
が
津
波
に
の
み
込
ま

れ
て
い
く
光
景
を
目
の
当

た
り
に
し
ま
し
た
。
見
る
と

第
一
避
難
所
も
３
階
ま
で

の
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
を

 

２
０
１
１
年
３
月
１
１

日
、
東
日
本
大
震
災
が
発
生

し
、
岩
手
県
釜
石
市
の
釜
石

東
中
学
校
と
鵜
住
居
小
学

校
の
両
校
は
、
在
校
し
て
い

た
約
六
百
名
全
員
が
無
事

に
避
難
し
ま
し
た
。
当
時
、

両
校
と
も
に
校
長
は
不
在
、

停
電
に
よ
り
校
内
放
送
も

使
用
で
き
な
い
状
態
で
し

た
が
、
教
師
陣
の
率
先
垂
範

に
よ
り
、
第
一
避
難
所
へ
の

避
難
、
点
呼
に
よ
る
全
員
の

安
否
確
認
を
お
こ
な
う
こ

報
道
各
社
は
「
奇
跡
の
中
学

校
」
と
報
じ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
当
の
中
学
生
た
ち

は
「
奇
跡
で
は
な
い
！
」
と

主
張
し
て
い
ま
す
。
「
私
た

ち
は
小
学
校
の
時
か
ら
、
学

芸
会
で
災
害
時
の
対
応
を

題
材
と
し
た
舞
台
を
演
じ

た
り
、
避
難
訓
練
も
た
び
た

び
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
経
験
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
私
た
ち
は
全
員
が
無
事

に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
未
だ

に
疎
開
先
の
学
校
で
は
『
奇
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跡
の
中
学
校
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東
日
本
大
震
災 

も
う
呼
ば
な
い
で
… 

 [ｲﾗｽﾄ:江波久実子] 

10/18 DoYuno 

10/28 桜田中学校文化祭 

〃  三世代交流ふれあい参観日 

11/0３ 観音岳歩け歩け大会 

11/19 湯野ふるさと祭り(予定) 

12/20 ふれあいクリスマス会 

  (昼食会) 

01/01 観音岳新春登山 

お
話
を
伺
い
ま
し
た
‼ 

❀数字で見る湯野❀（平成 29年 8月末現在） 

総 人 口 ：1,385人  

男 性：0,647 人  

女 性：0,738 人  

65 歳以上：0,622 人  

高 齢 化 率：44.91 ％ 

世 帯 数 ：684世帯 

    [ｶｯｺ内は前年比]    

近日中に、説明会のご案内

チラシを配布します❢ 

（    -6 ） 

（   ±0 ） 

（   －6 ） 

（   ＋3 ） 

（ +0.41 ） 

（    +6 ） 

て
家
族
で
確
認
し
、
離
れ
た

場
所
で
被
災
し
て
も
、
そ
こ

で
集
結
し
て
お
互
い
の
安

否
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
き
た
い
も
の
で
す

ね
。 

 



 

 

 

 

元気村サポーターとは、地域の皆さまと共によ

り良い施設を目指し、元気村を支えていただく有

償ボランティアです。 

直接介護を行うことは一切ありませんのでご安

心ください。 

 皆さまがお持ちの趣味を活かした活動（創作・

おやつ作り・陶芸・将棋・教師）から話し相手や

お掃除などをご協力いただけると幸いです。 

 

面接 まずはお気軽にご相談ください。 

問い 問い合わせ：82-0777 

（担当：吉田・水木・野村） 

また ✉: office@genkimura-sa.jp まで 

■地域力の再生 
●「地域の夢プラン」の策定（気運醸成・集落点検・地域の将来像考察） 

   ①５月１８日（木）  周南市地域づくり推進課を訪問し、「地域の夢プラン」の申 
請方法、および進め方についての協議をおこないました。（対 
応職員：花野係長） 

  ②８月２９日（火）  湯野地区コミュニティ協議会幹事会に周南市地域づくり推 
進課職員（花野係長、山本副主任）を招いて、湯野地区にお 
ける「地域の夢プラン」の進め方について具体的なアドバイ 
スをいただきました。 

   ③下半期に向けて  １０月～１２月に周知、呼びかけをおこない、翌年１月～ 
３月で「勉強会の開催（２回程度を予定）」および「準備委員 
会の設立」をおこなうこととし、平成３０年度より「夢プラ 
ン」策定にとりかかる予定です。 

■組織力の再生 
●幹事会の設置 （定期的な協議の場を確保するため） 

   ①４月２５日（火）  総会にて規約を改正し、「幹事会（会長、副会長、事務局、 
顧問で構成）」を設置しました。顧問は西田宏三さんと蓮尾雷 
記さんに就任していただきました。 

   ②７月１９日（水）  第１回幹事会を開催しました。平成２９年度の活動進捗状 
況の確認及び推進体制についての協議をおこないました。 

   ③８月２９日（火）  第２回幹事会を開催しました。平成２９年度の活動進捗状 
況の確認及び推進体制についての協議をおこないました。ま 
た、顧問の西田宏三さんからの申し出により西田宏次郎さん 
への顧問交代が承認されました。 

 ●地域内法人（病院・福祉施設等）との連携（役員として招待、勤務者による活動協力） 

①４月２５日（火）  総会にて規約を改正し、「湯野に勤務する者」についても構
成員と規定しました。 

   ②５月１７日（水）  湯野地区社会福祉協議会の玉木会長と一緒に社会福祉法人 
仁泉会（やすらぎ苑）、医療法人治徳会（湯野温泉病院など）、 
医療法人社団生和会（周南リハビリテーション病院、元気村 
など）を訪問し、代表者との協議をおこないました。相互の 
協力体制づくり、役員選出について快諾を得ることができ、 
後日各会の代表として佐々木美津枝さん（仁泉会）、鶴井約衛 
さん（治徳会）、魚谷悟さん（生和会）の３名が役員として就 
任されました。 

■青少年育成活動の推進 
●未成年に重点をおいた地域人材育成（ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｶｰﾄﾞ活用・ｽﾀｯﾌｼﾞｬﾝﾊﾞｰ＆帽子貸与） 

①４月２５日（火）  総会にて中学生・高校生の地域行事への参加促進を目的と
したスタッフジャンバーと帽子を製作することが決まり、そ
のデザインについてデザイナーへの依頼をおこないました。 

②８月２９日（火）  デザイナーの方より提案された２種類よりデザインを決定 
    し、発注いたしました。 

■集客・広報活動の充実 
●ﾏｽｺﾐ、ﾁﾗｼ、SNS、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等を活用した情報発信 

   ①５月２５日（木）  湯野地区コミュニティ協議会広報誌の編集委員会（村山、 
     尾中、江波、加藤）を発足し協議を開始しました。 

   ②６月 ８日（火）  ＣＣＳの番組「ココカラ、まちづくり」の取材に応じ、６ 
     月１６日～３０日の間、テレビで放映されました。 

(※湯野支所にてＤＶＤを視聴できます。) 

   ③７月 １日（土） 広報誌「ゆの新聞」の創刊号を発刊しました。 

 
平 成 ２ ９ 年 度 上 半 期  活 動 報 告 

湯野地区コミュニティ協議会 からのお知らせ 

【湯野地区コミュニティ協議会事務局 ☎83-2002 湯野公民館内】 

■日時 平成２９年１１月１４日（火） 

        （午前の部 10:00～12:00） 

        （午後の部 14:00～16:00） 

■場所 湯野公民館 ２階会議室 

■定員 各５名程度  ■受講料 無料 

■講師 井村良子さん（下町） 

■申込方法 

 湯野公民館（☎83-2002）までお電話で 

氏名、住所、連絡先をお伝えください。 

■申込期限 平成２９年１１月１０日（金） 

主催：湯野地区コミュニティ協議会 

 


